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＜背景＞ステロイド未治療の喘息患者において、glucocorticoid-induced transcript 1 




では長期 ICS 治療下の日本人喘息患者において、一秒量の経年変化と GLCCI1
多型などとの関連を検討した。 




子多型は、GLCCI1 の他これまでに喘息患者において ICS 治療開始後の呼吸機能改善との




＜結果＞GLCCI1の機能的SNPsであるrs37973 のGG genotypeは単変量解析において30 mL
／年以上の一秒量の低下と関連する傾向を示した。さらに、多変量解析において rs37973 の
GG genotypeは、以前に報告した血清ぺリオスチン高値（≥95 ng/mL）、喫煙歴、the Global 






















GLCCI1のSNPである rs37973 のGG genotypeのみが、多変量解析にて以前に報告した血清ペリオ






  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 1 月 21 日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
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